
組
合
全
員
協
議
会
（
12
月
20
日
）

・
指
定
ご
み
袋
裁
判
の
経
過
報
告

・
情
報
公
開
に
関
す
る
条
例
概
要

組
合
議
会
臨
時
会
（
12
月
20
日
）

・�

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　�（
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
職
員
の
給
与
改
定
の
た

め
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
）

・
情
報
公
開
条
例
の
制
定
（
可
決
）

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
（
可
決
）

・
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定（
可
決
）

・�

特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
可
決
）

　�（
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
に
伴
う

条
例
の
改
正
）

・�

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
可
決
）

　�（
当
組
合
が
指
定
す
る
ご
み
袋
の
卸
業
者
に
係
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
）

・�

平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
）

　�（
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職
の
給
料
に
関
す
る

法
律
の
改
正
等
に
よ
る
人
件
費
、
指
定
ご
み
袋
裁
判

に
関
す
る
和
解
金
で
１
千
93
万
５
千
円
の
歳
出
補
正

を
し
た
）

組
合
全
員
協
議
会
（
3
月
24
日
）

・�

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
組
合
の
被
害

状
況
等
の
報
告

・�

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
管
理
発
注
支
援
業

務
の
報
告

・�

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
減
量
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

組
合
議
会
定
例
会
（
3
月
24
日
）

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　（
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
）

・
平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　（
可
決
）

　�（
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

で
年
次
割
変
更
に
よ
る
減
額
で
歳
入
歳
出
１
億
４
千

　
２
７
６
万
４
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
総
額
１
２
６
億

　
９
４
６
万
１
千
円
と
し
た
）

・�

平
成
23
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
（
可
決
）

　�（
歳
入
歳
出
予
算
１
８
５
億
４
千
８
８
２
万
８
千
円
の

一
般
会
計
予
算
）

・�「
ご
み
有
料
化
」の
実
施
中
止
を
も
と
め
る
請
願（
不
採
択
）

・�

菅
生
町
大
谷
津
地
区
管
理
型
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
中
止
を
求
め
る
請
願
（
継
続
審
査
）
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●県南総合防災センター	 ☎ ０２９７ （８３） ２７７６

　
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、

新
し
い
施
設
の
稼
動
に
合
わ

せ
平
成
24
年
度
よ
り
、
新
た

な
ご
み
の
分
別
に
移
行
し
て
、

よ
り
一
層
資
源
化
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
不
燃
ご
み
で
出

し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
（
プ
ラ
容
器
）
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
新
た
な
資

源
物
に
、
廃
蛍
光
管
を
有
害

ご
み
と
し
た
分
別
に
移
行
し

ま
す
。

　
資
源
物
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
鉄
以
外
は
回
収
で

き
ず
、
残
り
の
大
部
分
を
他
の

処
理
施
設
で
焼
却
し
て
埋
め
立

て
さ
れ
て
い
た
も
の
が
元
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
原
料
と
な
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
資
源
の
消
費
が
減

り
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
新
た
に
原
料
か

ら
製
品
を
作
る
よ
り
も
製
造
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
節
電
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
役
立
つ
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
新
し
い
ご
み
の
分
別
方
法

は
、
上
の
図
の
よ
う
に
プ
ラ
容

器
は
プ
ラ
マ
ー
ク
　
　
を
目
印

に
し
て
分
け
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
ペ
ッ
ト
マ
ー
ク
　
　
を

目
印
に
し
て
分
け
ま
す
。
廃
蛍

光
管
は
割
れ
な
い
よ
う
に
分
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
分
別
が
不
十
分
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③ 廃蛍光管

ポテトチップ
ス

シャンプー
リンス

スープ

① プラスチック製容器包装② ペットボトル

ごみの分け方が変わります平成２４年度
から

不燃ごみ
から
資源へ

資　源　物
① プラスチック製容器包装

② ペットボトル

有 害 ご み
③ 廃蛍光管

今までどおり不燃ごみで出すもの

割れ物類、電球、皮革、
ゴム製品、不燃ごみ袋に
入る小型家電製品など
（これまで、不燃ごみとして出していたも
ので、プラスチック製容器包装、ペット
ボトル、廃蛍光管のいずれにも該当しない
もの）

（変更後） （現　在）

有害ごみ 資源物 資源物

不 燃 ご み
●�食品トレー、かし袋、

食品パック、つめ替用
袋、シャンプー容器な
どのビニール・プラス
チック製品

●ペットボトル
●廃蛍光管
●割れ物類、電球、
　皮革、ゴム製品、
　小型家電製品など

不燃ごみ専用袋（もやせないごみ）

ごみの分け方が変わります

新たな分別品目



　食料品や日用品を入れたプラスチック製
の容器や包装物のことで、プラマークを目
印に分別します。
　これらは原材料や化学原料としてリサイ
クルされます。

　ＰＥＴマークを目印に分別します。ただ
し、同じ材質でも中に入っているもの（例：
ソースや油類など）によっては、ペット
ボトルとしてリサイクルできませんので、
キャップやラベルと同じプラスチック製容
器包装（プラ容器）として出します。

　蛍光管の中には微量の水銀が
含まれていることから、有害ご
み扱いとなります。直管・環形
（円形）・電球型蛍光管・コンパ
クト型などの蛍光管が対象で
す。ただし、割れたものや白熱
球、ＬＥＤ球については不燃ご
みとして出します。
　廃蛍光管は、原材料分野でリ
サイクルされます。

分　　別　　方　　法 備　　考

1

“プラ”マークが付いてることを確認 容器本体の裏
面、底面また
はラベルに識
別マークが記
載

2

中身は使い切って 内容物、付着
物がないよう
にする

3
汚れているものは、ふき取る、または洗っ
て水気を切る

残り水を活用

分　　別　　方　　法 備　　考

1

“ペットボトル”マークが付いてるもの 容器のラベル
又は底面に識
別のマークが
記載

2 中身は残さずに

3

キャップは必ず取り、　　ラベルを剥がす キャップとラ
ベルはプラ容
器へ

4

洗って、　　　水気を切って、　　つぶす 残り水を活用

資源物専用袋

缶 ・ プラ ・ ペット

資源物専用袋

缶 ・ プラ ・ ペット

回収ボックスによる収集

ボトル成形・衣類

水銀

ガラスの
リサイクル

アルミ、その他金属材料

●プラスチック製品
　（パレット、再生樹脂、擬木など）
●コークス炉化学原料、
　高炉還元剤、熱分解油、合成ガス

重量比で蛍光灯の９
割以上を占めるガラ
ス部分は、均質なガ
ラス原料として生ま
れ変わります。

高品位カレット

指定袋に入れ、該当品目に○印をつけ
決められた収集場所へ出してください。

１２３

　常総環境センター　新ごみ処理施設

廃蛍光管
リサイクル工場

ペットボトル
リサイクル工場

プラスチック製容器包装（プラ容器）
リサイクル工場

新
た
な
分
別
と

出
し
方
の
な
が
れ

ラーメン

廃蛍光管 ペ ッ ト ボ ト ル プラスチック製容器包装（プラ容器）

容器包装リサイクル法の分別基準に合わせて処理

じ ょ う そ う平成23年５月22日発行 第46号（2）

　
新
し
い
ご
み
の
分
別
方
法
は
、
下
図
の
よ
う
に

①
プ
ラ
容
器
は
プ
ラ
マ
ー
ク
　
　
を
目
印
に
し

て
、
資
源
物
専
用
袋
に
入
れ
て
袋
の
「
プ
ラ
」
に

丸
を
付
け
て
出
し
ま
す
。

　
出
す
際
の
注
意
点
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
、

汚
れ
て
い
る
も
の
は
ふ
き
と
る
か
、
残
り
水
な
ど

を
使
っ
て
軽
く
す
す
ぎ
、
水
気
を
切
っ
て
か
ら
袋

に
入
れ
る
こ
と
で
す
。

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ペ
ッ
ト
マ
ー
ク
　
　
を
目

印
に
し
て
袋
の
「
ペ
ッ
ト
」
に
丸
を
付
け
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
注
意
点
は
、
中
身
は
残
さ
ず
残
り
水
な
ど
を

使
っ
て
軽
く
す
す
ぎ
、
水
気
を
切
っ
て
か
ら
袋
に

入
れ
る
こ
と
で
す
。

③
廃
蛍
光
管
は
、
公
民
館
な
ど
決
め
ら
れ
た
収
集

場
所
へ
、
割
れ
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
場
所
か
ら
環
境
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
定
め
ら
れ
た
分
別
基

準
に
適
合
す
る
よ
う
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
処
理
さ
れ
た
も
の
は
品
目
別
に
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
工
場
へ
運
搬
さ
れ
、
そ
こ
で
原
材
料
や
化
学
原

料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
容
器
は
、
パ
レ
ッ
ト
や
再
生
樹
脂
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
、
熱
分
解
し
て
油
や
合
成

ガ
ス
な
ど
の
化
学
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
細
か
く
砕
か
れ
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
衣
類
な
ど
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

　
廃
蛍
光
管
か
ら
は
、ガ
ラ
ス
、水
銀
、金
属
材
料

が
回
収
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
原
材
料
に
再
生
さ
れ
新

た
な
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を

抑
え
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。



常
総
運
動
公
園

常
総
地
方
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
白
寿
荘
」

募
　
集

募
　
集

募
　
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

じ ょ う そ う 平成23年５月22日発行（3）第46号

27
日
（
月
）・
29
日
（
水
）・
30
日

（
木
）・
７
月
4
日
（
月
）

《
会
場
》
常
総
運
動
公
園
温
水

プ
ー
ル

《
対
象
者
及
び
募
集
人
員
》
常
総

市
・
取
手
市
・
守
谷
市
・
つ
く
ば

み
ら
い
市
・
坂
東
市
に
お
住
ま
い

で
18
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
35
名

《
参
加
費
》
１
、５
０
０
円

《
申
込
方
法
》
郵
便
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
常
総
運
動
公
園
管
理

事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
参
加
を
受
け
付
け
た
方
に
は
通

知
文
を
送
付
し
ま
す
）

〒
３
０
２
�
０
１
１
７
　
守
谷
市
野

木
崎
４
７
０
０
　
常
総
運
動
公
園

☎
０
２
９
７
（
48
）
５
６
７
５

《
申
込
締
切
日
》
６
月
12
日
（
日
）

締
切
（
当
日
消
印
有
効
）
先
着
順

と
な
り
ま
す
。

第
25
回

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
募
集

《
開
催
日
》
11
月
3
日
（
木
・
祝
）・

6
日
（
日
）

《
会
場
》
常
総
運
動
公
園
体
育
館

《
対
象
者
》
常
総
市
・
取
手
市
・

守
谷
市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
・
坂

東
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
チ
ー
ム

《
参
加
費
》
１
、０
０
０
円
（
１
チ

ー
ム
）

《
申
込
方
法
》
体
育
館
に
備
付
の

申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
常
総

運
動
公
園
管
理
事
務
所
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
期
間
》
10
月
15
日
（
土
）

～
23
日
（
日
）

男
子
16
チ
ー
ム
・
女
子
８
チ
ー
ム 

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

《
実
施
要
項
》
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
、

相
互
審
判
（
各
チ
ー
ム
審
判
員
２

名
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
）

《
内
容
》
個
人
戦
で
24
ホ
ー
ル

（
8
ホ
ー
ル
×
3
コ
ー
ス)

を
回

り
、
合
計
打
数
で
競
う

《
参
加
人
数
》
各
市
30
名

《
参
加
資
格
》
常
総
広
域
圏
内
の

60
歳
以
上
の
方

《
申
込
方
法
》
各
市
福
祉
担
当
課

《
受
付
期
間
》
8
月
30
日
～
9
月
20
日

 

第
35
回白

寿
囲
碁
大
会

《
開
催
日
》
11
月
18
日
（
金
）

《
内
容
》
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
級
に
別
け

て
リ
ー
グ
戦
方
式
（
５
回
戦
）

《
参
加
人
数
》
各
市
約
15
名

《
参
加
資
格
》
常
総
広
域
圏
内
の

60
歳
以
上
の
方

《
申
込
方
法
》
各
市
福
祉
担
当
課

《
受
付
期
間
》
9
月
26
日
～
10
月

17
日白

寿
荘
行
事
申
込
窓
口

○
常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
９
７
（
23
）
２
２
３
３

○
取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
９
７
（
73
）
３
０
１
０

○�

守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ

　
☎
０
２
９
７
（
45
）
１
１
１
１

○
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
福
祉
課

　
☎
０
２
９
７
（
58
）
２
１
１
１

○
坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
９
７
（
35
）
４
８
１
１

◆
大
会
の
参
加
者
募
集
◆

第
16
回

初
心
者
水
泳
教
室
受
講
者
募
集

《
開
催
日
》
6
月
20
日
（
月
）・
22

日
（
水
）・
23
日
（
木
）・
24
日
（
金
）・

下
し
て
、
施
設
利
用
を
中
止
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
は
５
月
５
日
ま
で
を
休

館
と
し
、
そ
の
間
、
緊
急
修
繕
を

施
し
て
５
月
６
日
か
ら
昼
間
の
利

用
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
温
水

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
６
月
13
日

か
ら
再
開
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

夏
季
期
間
は
野
球
場
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
自
由
広
場
、
陸
上
競
技

場
な
ど
の
屋
外
施
設
を
早
朝
午
前

６
時
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
現
在
、
公
園
施
設
で
は
節
電
対

策
か
ら
、
夜
間
利
用
を
休
止
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
夏

場
の
体
育
館
に
お
い
て
も
冷
房
利

用
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

◆
大
会
の
参
加
者
募
集
◆

　
第
34
回

白
寿
舞
踊
発
表
会

《
開
催
日
》
7
月
8
日
（
金
）

《
内
容
》
練
習
し
て
い
る
各
種
舞

踊
の
発
表

《
参
加
人
数
》
各
市
約
10
組

《
参
加
資
格
》
常
総
広
域
圏
内
の

60
歳
以
上
の
方

《
申
込
方
法
》
各
市
福
祉
担
当
課

《
受
付
期
間
》
5
月
17
日
～
6
月

7
日

 

第
８
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

《
開
催
日
》
10
月
21
日
（
金
）

＝
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
＝

　
当
組
合
に
お
い
て
も
、
３

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の

際
に
、
各
施
設
に
被
害
が
生
じ

発
生
直
後
よ
り
復
旧
作
業
に

取
組
む
と
と
も
に
、
消
費
電
力

の
削
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
施
設
内
照
明
の
数

を
減
ら
し
た
り
、
空
調
を
控

え
る
な
ど
節
電
対
策
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
利
用

い
た
だ
く
皆
様
に
は
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
白
寿
荘
で
は
震
災
後
、
利
用
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
建
物
及
び

設
備
な
ど
の
点
検
を
行
い
、
３
月

は
施
設
を
休
館
し
ま
し
た
が
、
４

月
１
日
よ
り
昼
間
の
利
用
を
再

開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
施
設
の
破
損
や
節
電
、

安
全
性
の
確
保
の
た
め
、
当
分
の

間
、
食
事
の
提
供
と
宿
泊
の
ご
利

用
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

《
施
設
利
用
案
内
》

・�

休
憩
利
用
�
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

・�

食
　
　
事
�
食
事
等
の
持
ち
込

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

常

総

運

動

公

園

　
常
総
運
動
公
園
で
も
震
災
に
よ

り
温
水
プ
ー
ル
の
天
井
パ
ネ
ル
が

落
下
し
、
体
育
館
側
壁
の
ガ
ラ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
目
地
シ
ー
リ
ン
グ
も
落

歳出説明

歳入説明
　

平
成
23
年
度
の
組
合
一
般
会
計
予
算
が
、
３
月
の
第
１
回
組
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
議

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
の
総
額
は
1
8
5
億
4
千
8
百
82
万
8
千
円
と
な
り
、

前
年
度
比
較
で
57
億
9
千
6
百
60
万
3
千
円
、
率
に
し
て
45
・
5
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
予
算
は
、
ご
み
処
理
・
消
防
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
的
か
つ
効
率
的
に
住
民
の
皆
様
に
提

供
し
て
い
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
増
額
の
主
な
も
の
は
、
平
成
24
年
度
稼
動
開
始

予
定
の
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

	 組合債	：第三次ごみ処理施設建設事業債、福祉センター建設事業債
	 分担金及び負担金	：構成4市からの負担金
	 国庫支出金	：第三次ごみ処理施設建設事業交付金
	 繰入金	：常総環境センター建設基金からの繰入
	 繰越金	：前年度繰越金
	 使用料及び手数料	：常総運動公園・白寿荘の施設使用料、自動販売機
	 	 設置使用料等、ごみ処理・危険物取扱手数料
	 諸収入	：資源物売払代、高速道路救急業務支弁金、銀行預
	 	 金利子　等
	 財産収入	：常総環境センター建設基金の預金利子

衛生費：常総環境センター管理運営経費、第三次ごみ処理施設建設事業費
消防費：消防の管理運営経費
民生費：白寿荘の管理運営経費、福祉センター建設事業費
公債費：組合が借り入れたお金の返済金
土木費：常総運動公園の管理運営経費
総務費：総括的運営調整経費、職員共同研修経費、公平委員会・監査・
	 防災センターの運営経費等
議会費：議会関係の運営費
教育費：教育委員会運営経費、視聴覚ライブラリー管理運営経費
予備費

東
日
本
大
震
災
関
連
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

常
総
地
方
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
白
寿
荘
」

歳　出
185億4,883万円

衛生費
148億4,975万円
（80.1％）

消防費
23億609万円
（12.4％）

公債費
2億4,199万円
（1.3％）

土木費
1億9,684万円
（1.1％）

民生費
7億8,206万円
（4.2％）

総務費
1億4,756万円
（0.8％）

予備費/議会費/教育費
2,330万円（0.1％）
   104万円（0.0％）
      20万円（0.0％）

歳　入
185億4,883万円

分担金及び負担金
49億2,822万円
（26.6％）

組合債
85億2,820万円
（46.0％）

国庫支出金
39億9,027万円
（21.5％）

繰入金
4億315万円
（2.2％）

繰越金
3億6,846万円
（2.0％） 使用料及び手数料

2億6,133万円
（1.4％） 諸収入／財産収入

6,920万円
（0.3％）

平成23年度の組合予算概要
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救
急
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
救
急
車
を
要
請
す
る
主
な
症
状
】

・
急
に
倒
れ
た
、
意
識
が
無
い

・
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛
な
ど

・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・
息
苦
し
そ
う
、
息
を
し
て
い
な
い

・
け
い
れ
ん
が
続
く
と
き

・
広
い
範
囲
の
や
け
ど
を
し
た
と
き

【
こ
ん
な
時
は
控
え
て
く
だ
さ
い
】

・
病
院
に
行
く
と
待
た
さ
れ
る

・
病
院
が
わ
か
ら
な
い

・
入
院
、
通
院
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

・
救
急
車
は
タ
ダ
だ
か
ら
… 

・
緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や
病
気

（
手
足
の
擦
り
傷
、
風
邪
、
歯
痛
、
酒
酔
い
等
）

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
へ
行
け

る
場
合
は
他
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た
と
き
や

症
状
か
ら
見
て
も
緊
急
性
が
あ
る
場
合

は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。

東日本大震災・緊急消防援助隊を派遣東日本大震災・緊急消防援助隊を派遣

本部名　　　　派遣日
第１次派遣 第２次派遣 第３次派遣

3/25 ～ 
3/29

3/29 ～ 
4/2

4/2 ～
4/6

4/6 ～  
4/10

5/9
～ 5/13

6/14 ～ 
6/18

常総広域消防本部 派遣 派遣 派遣 派遣 派遣（予定）

取手市消防本部 派遣 派遣 派遣 派遣

採用予定人員 ６ 名

第 １ 次 試 験 《期　　日》　 ９月18日（日）
《試験内容》   教養・作文試験　体力測定　　《会　場》   茨城県立水海道第一高等学校

第 ２ 次 試 験 第１次試験合格者に後日通知します

受 験 資 格 昭和 61年４月２日～平成６年４月１日に生まれ、高校卒業または同程度以上の学力を有する方
（平成 24 年３月卒業見込みを含む）

身 体 的 要 件 ◆身長…概ね160cm 以上　◆体重…概ね 50kg 以上　◆胸囲…身長の概ね２分の１以上
◆視力…左右とも0.8 以上（矯正を含む）で色彩を識別できる　◆聴力…左右正常である

提 出 書 類
①受験願書（消防本部・常総広域圏内の各消防署〔出張所を除く〕にあります）
②卒業（見込）証明書　③最終学歴の成績証明書　④健康診断書（医療機関によるもの）
⑤現在所有している資格・免許証の写し　⑥住民票

申 し 込 み
問 い 合 わ せ

７月19日（火）～８月８日（月）　土日を除く午前８：30 ～午後５：00        
常総地方広域市町村圏事務組合消防本部　総務課　 TEL  0297-23-0902

常総広域消防職員常総広域消防職員
を募集しますを募集します

医
療
情
報
案
内

常
総
広
域
消
防
本
部

☎
０
２
９
７
（
23
）
０
１
１
９

取
手
市
消
防
本
部

☎
０
２
９
７
（
74
）
０
１
１
９

　

3
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
46
分
頃
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０

の
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
に
対
し
全
国
か
ら
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
お
り
、
常

総
広
域
消
防
本
部
及
び
取
手
市
消
防
本
部
か
ら
救
急
隊
と
支
援
隊
の
２
隊
を

緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
福
島
県
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
福
島
市
に
あ
る
「
福
島
県
消
防
学
校
」
を
拠
点
と

し
て
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
任
務
は
、被
災
地
周
辺
の
救
急
業
務
で
あ
り
3
月
25
日
〜
4
月
10
日
・

5
月
9
日
〜
５
月
13
日
の
間
交
代
（
4
泊
５
日
）
で
任
務
に
あ
た
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
毎
月
1
回
程
度
の
派
遣
が
予
定
さ
れ
、
震
災
復
興
に
貢
献
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
全
員
協
議
会
（
12
月
20
日
）

・
指
定
ご
み
袋
裁
判
の
経
過
報
告

・
情
報
公
開
に
関
す
る
条
例
概
要

組
合
議
会
臨
時
会
（
12
月
20
日
）

・ 

専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　

 （
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
職
員
の
給
与
改
定
の
た

め
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
）

・
情
報
公
開
条
例
の
制
定
（
可
決
）

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
（
可
決
）

・
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制
定（
可
決
）

・ 

特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
可
決
）

　

 （
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
に
伴
う

条
例
の
改
正
）

・ 

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
可
決
）

　

 （
当
組
合
が
指
定
す
る
ご
み
袋
の
卸
業
者
に
係
る
和

解
及
び
損
害
賠
償
）

・ 

平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
可
決
）

　

 （
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職
の
給
料
に
関
す
る

法
律
の
改
正
等
に
よ
る
人
件
費
、
指
定
ご
み
袋
裁
判

に
関
す
る
和
解
金
で
１
千
93
万
５
千
円
の
歳
出
補
正

を
し
た
）

組
合
全
員
協
議
会
（
3
月
24
日
）

・ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
組
合
の
被
害

状
況
等
の
報
告

・ 

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
運
営
管
理
発
注
支
援
業

務
の
報
告

・ 

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
減
量
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

組
合
議
会
定
例
会
（
3
月
24
日
）

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

（
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
）

・
平
成
22
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

（
可
決
）

　

 （
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
環
境
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

で
年
次
割
変
更
に
よ
る
減
額
で
歳
入
歳
出
１
億
４
千

　

２
７
６
万
４
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
総
額
１
２
６
億

　

９
４
６
万
１
千
円
と
し
た
）

・ 

平
成
23
年
度
組
合
一
般
会
計
予
算
（
可
決
）

　

 （
歳
入
歳
出
予
算
１
８
５
億
４
千
８
８
２
万
８
千
円
の

一
般
会
計
予
算
）

・ 「
ご
み
有
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▲被災地（福島県相馬市にて）▲活動終了後の放射能汚染検査
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